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論文内容の要旨

本論文は，論理関数集合の同族性について考察し，その論理回路構成への応用に関して論ビたもの

である。

第 1 章緒論では，この研究に関する従来の研究について述べ，本論文の地住を明らかにし，その工

学上の意義を概説している。

第 2 章では，論理関数集合の同族性を論じている。 この論理関数集合の同族性は，しきい値回路

の構成や多しきい値素子の構成，またユネイトなセルのみを用いた論理回路の構成，を論じる場合重

要な概念である。ここでは，論理関数集合を 1 個の多値論理関数で表わすという新しい手法を導入し，

その関数を用いて関数集合のもつ単調性，同族性などを調べている。 この結果，関数集合の完全単

調性なる性質が同族しきい値関数の集合であるための必要十分条件として成立する範囲が明らかにさ

れた。さらに，関数集合の完全単調性の判定を能率よく行う手段として「対角ベクトル表」を導入し

た。本章で示された同族性の判定法は，単調性なる性質を用いているため適用できる範囲は限られるが，

従来得られている判定法より実用的である。

第 3 章では， 5 変数までの標準的な二値同族しきい値関数の集合と荷重を与える表を作成している。

表を簡潔にするため，同族しきい値関数の集合を特徴づ、ける特性ベクトルを用いている。この表を用

いることにより， 5 変数までの二値同族しきい値関数の集合の判定および実現が容易になった。

第 4 章では，第 2 章で示した論理関数集合の単調性，同族性の判定条件を応用して多しきい値素子

のー構成法を提案している。 構成法は多しきい値関数を多値しきい値関数に対応づけるという新し

い概念に基づくものである。第 2 章で導入した「対角ベクトル表」を用いた多しきい値関数の多値し
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きい値関数への変換手順(多しきい値素子の構成手順)が示されている。

第 5 章では，論理関数集合の同族性なる概念を用いて，ユネイトカスケードおよびNORNAND

Ma itra カスケードで実現できる論理関数の必要十分条件を求めている D 具体的には，必要十分条件を

論理関数の特性ベクトルにより与えている。また，この条件を用いてユネイトカスケードおよびNO

RNAND Maitra カスケードの簡便な構成法を示した。さらに，任意の論理関数を実現する NORN

AND セルラアレイを提案しその構成法について考察している。

第 6 章結論では，本研究で得られた結果，今後に残された問題を簡単にまとめている口

論文の審査結果の要旨

本論文はしきい値回路実現の問題および論理関数のセルラアレイ構成に関する研究について述べた

ものであり，その成果を要約すると次のようである。

(1) 論理関数集合族の単調性，同族性の概念を用いて，多しきい値素子の構成法を提案している。

(2) 上記の手法を確立するために，関数集合族の単調性，同族性の性質を明らかにし，それらに関す

る判定法を与えている。

(3) 二値同族しきい値関数について，その同族性の判定および実現を容易に行なうために 5 変数まで

の二値同族しきい値関数の集合の表を作成している。

(4) 論理関数集合の同族性の概念を用いて，ユネイトカスケードおよびNORNAND Maitra カスケ

ードによる実現の必要十分条件を明らかにし，更にNORNAND セルラアレイの構成法を示してい

る。

以上のように本論文はしきい値回路構成理論において，多くの新しい知見を得ており，その成果は電

子工学の分野に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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